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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　番組に関する番組情報を入力する番組情報入力手段と、
　番組の録画予約を行うための番組録画予約手段と、
　記録媒体への前記番組のコンテンツをもつデータの書き込みおよび消去を行う記録手段
と、
　前記番組情報入力手段から入力した番組情報を保存し、前記録画予約によりまたは前記
録画予約によらず、前記番組を前記記録手段に記録させる管理手段と、
　前記管理手段から出力される情報を表示する表示手段とを備え、
　前記管理手段は、前記記録手段がその録画予約された番組のコンテンツをもつデータの
、前記記録媒体への書き込みを実行する時点での前記記録媒体の空き領域の不足を、少な
くとも前記番組情報、前記記録媒体の記録状況、および前記番組の録画予約状況を含む番
組管理情報の参照によって予測し、前記空き領域が不足する場合には、所定の基準にした
がって、消去不可とされた番組以外の、すでに録画されている番組、またはすでに録画予
約されている番組の中から、前記書き込みを実行する時点において消去するべき番組を決
定し、
　前記表示手段は、前記管理手段が決定した番組を表示することを特徴とする番組記録装
置。
【請求項２】
　番組に関する番組情報を入力する番組情報入力手段と、
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　番組の録画予約を行うための番組録画予約手段と、
　記録媒体への前記番組のコンテンツをもつデータの書き込みおよび消去を行う記録手段
と、
　前記番組情報入力手段から入力した番組情報を保存し、前記録画予約によりまたは前記
録画予約によらず、前記番組を前記記録手段に記録させる管理手段と、
　前記管理手段から出力される情報を表示する表示手段とを備え、
　前記管理手段は、前記記録媒体の空き領域の不足を、少なくとも前記番組情報、前記記
録媒体の記録状況、および前記番組の録画予約状況を含む番組管理情報の参照によって認
識し、前記空き領域が不足する場合には、所定の基準にしたがって、消去不可とされた番
組以外の、すでに録画されている番組、またはすでに録画予約されている番組の中から、
前記書き込みを実行する時点において消去するべき番組を決定し、
　前記表示手段は、前記管理手段が決定した番組を表示することを特徴とする番組記録装
置。
【請求項３】
　前記消去するべき番組の決定は、前記番組管理情報を利用して行われることを特徴とす
る請求項１または２の何れかに記載の番組記録装置。
【請求項４】
　前記消去するべき番組の決定は、前記記録手段の行った記録動作の履歴をも利用して行
われることを特徴とする請求項３に記載の番組記録装置。
【請求項５】
　前記消去するべき番組の決定は、録画または録画予約されている前記番組の放送開始日
時、放映時間、視聴回数、種類の何れかを利用して行われることを特徴とする請求項１ま
たは２の何れかに記載の番組記録装置。
【請求項６】
　前記表示手段は、前記管理手段が決定した番組を、消去の行われる優先順位付きで表示
することができることを特徴とする請求項１から５の何れかに記載の番組記録装置。
【請求項７】
　前記表示手段は、前記空き領域の不足が予測された場合には、その空き領域の不足を表
示することができることを特徴とする請求項１から５の何れかに記載の番組記録装置。
【請求項８】
　前記管理手段は、前記消去するべき番組の決定ができない場合には、前記番組の予約録
画を拒否することを特徴とする請求項１から５の何れかに記載の番組記録装置。
【請求項９】
　前記表示手段は、前記番組管理情報の一部を簡略に整理して表示することができること
を特徴とする請求項１から５の何れかに記載の番組記録装置。
【請求項１０】
　前記表示手段は、前記番組管理情報の一部または全部を、所定の手続きなしには表示し
ないことを特徴とする請求項１から５の何れかに記載の番組記録装置。
【請求項１１】
　前記番組管理情報の一部の簡略に整理された表示の方法あるいは前記所定の手続きの方
法は、容易に変更することができることを特徴とする請求項９または１０の何れかに記載
の番組記録装置。
【請求項１２】
　前記記録媒体は、前記番組管理情報の一部または全部をもつパッケージ記録媒体であっ
て、前記記録手段は、前記記録媒体が自らに装填されることによって、前記番組管理情報
の一部または全部を読み込み、それを前記管理手段に入力することを特徴とする請求項１
から５の何れかに記載の番組記録装置。
【請求項１３】
　前記番組情報は電子番組情報であることを特徴とする請求項１から５の何れかに記載の
番組記録装置。
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【請求項１４】
　前記種類は、電子番組情報に含まれる情報および／またはユーザが入力する情報に基づ
いて決定されることを特徴とする請求項５記載の番組記録装置。
【請求項１５】
　請求項１記載の番組記録装置の、番組に関する番組情報を入力する番組情報入力手段と
、番組の録画予約を行うための番組録画予約手段と、記録媒体への前記番組のコンテンツ
をもつデータの書き込みおよび消去を行う記録手段と、前記番組情報入力手段から入力し
た番組情報を保存し、前記録画予約によりまたは前記録画予約によらず、前記番組を前記
記録手段に記録させる管理手段と、前記管理手段から出力される情報を表示する表示手段
としてコンピュータを機能させるためのプログラムを記録したプログラム記録媒体であっ
て、コンピュータにより処理可能であることを特徴とするプログラム記録媒体。
【請求項１６】
　請求項２記載の番組記録装置の、番組に関する番組情報を入力する番組情報入力手段と
、番組の録画予約を行うための番組録画予約手段と、記録媒体への前記番組のコンテンツ
をもつデータの書き込みおよび消去を行う記録手段と、前記番組情報入力手段から入力し
た番組情報を保存し、前記録画予約によりまたは前記録画予約によらず、前記番組を前記
記録手段に記録させる管理手段と、前記管理手段から出力される情報を表示する表示手段
としてコンピュータを機能させるためのプログラムを記録したプログラム記録媒体であっ
て、コンピュータにより処理可能であることを特徴とするプログラム記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、番組記録装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
はじめに、図１８を参照しながら、従来の技術による番組記録装置の構成について説明す
る。なお、図１８は従来の技術による番組記録装置の構成図である。
【０００３】
正チューナ１０は、録画対象となるアナログ放送チャンネルの受信を、アンテナ１から行
うための手段である。
【０００４】
副チューナ２０は、放送局（図示省略）により提供される電子番組情報の受信を、アンテ
ナ１から行うための手段である。データ・デコード処理部２１は、副チューナ２０から信
号を入力し、特定チャンネルの垂直帰線区間に多重化される電子番組情報の抽出、復号化
を行うための手段である。
【０００５】
映像・音声エンコード処理部３０は、正チューナ１０から信号を入力し、ＭＰＥＧなどに
よるデジタル映像・音声信号の符号化を行う部分である。
【０００６】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０は、番組管理情報をグラフ
ィックとして生成し、ユーザによる赤外線リモコン２５０の操作にしたがって、データ表
示部９０による表示を制御することができる手段である。メモリ４１は、電子番組情報、
番組管理情報、および時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０の動
作に必要なワーク・メモリーを保持する手段である。
【０００７】
メモリ４１は、図２に示されているような電子番組情報を保存している。なお、図２は、
１９９９年８月１２日２０時３０分における電子番組情報（１９９９年７月２８日の週に
配信された電子番組情報から適宜抜粋）の一覧図である。
【０００８】
放送局（図示省略）により提供される電子番組情報は、チャンネル、番組名、放送日時、
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ジャンル、番組概要、出演者、およびシリーズ情報の七項目から構成されている。チャン
ネルは、番組の放送チャンネルである。番組名は、番組の名称である。放送日時は、番組
の放送が開始される日時および番組の放送が終了される日時である。ジャンルは、番組の
コンテンツを反映したカテゴリーであり、「ニュース」、「映画」、「スポーツ」、「ド
ラマ」、「ドキュメンタリー」、「その他」の何れかである。番組概要は、番組内容の概
要であり、省略可能である。出演者は、番組の出演者であり、省略可能である。シリーズ
情報は、番組の放送形態などを示しており、番組がシリーズを構成する場合に付与される
情報である。
【０００９】
また、メモリ４１は、図１９に示されているような番組管理情報を保存している。なお、
図１９は、従来の技術による１９９９年８月１２日２０時３０分における番組管理情報（
録画済番組および録画予約番組分を抜粋）の一覧図である。
【００１０】
番組管理情報は、現在時刻、最大録画時間、番組消去優先基準、チャンネル、番組群、番
組群録画基準、番組録画状態（放送開始日時および録画時間を含む）の七項目から構成さ
れている。
【００１１】
現在時刻は、現在の時刻である。最大録画時間は、記録媒体６１に録画することのできる
、番組の録画時間の合計の最大値である。なお、記録媒体６１の最大録画時間は１２時間
である。
【００１２】
番組消去優先基準は、ユーザにより設定される、録画または録画予約されている番組のコ
ンテンツをもつデータの消去の優先度を決定するための基準であって、「放送開始日時」
である（すなわち、放送開始日時の早い番組のコンテンツをもつデータが優先的に消去さ
れる）。
【００１３】
チャンネルは、番組の放送チャンネルである。
【００１４】
番組群は、放送局（図示省略）により提示されるシリーズ情報におけるシリーズである。
【００１５】
番組群録画基準は、番組群ごとに設定される、番組のコンテンツをもつデータの録画に関
する基準であって、「最新ｘ回分録画（ｘには具体的な数字が代入される）」、「全回分
録画」の何れかを番組群ごとに選択することが可能である。
【００１６】
番組録画状態は、番組の録画に関する状態であって、「予約中」、「録画済」、「録画中
」の何れかである。なお、番組録画状態の欄には、番組の放送開始日時および番組の録画
時間（括弧内に記されている）も記述されている。ただし、本欄における番組の放送開始
日時は番組名をも表しており、たとえば、図２における番組「皆既日食（第１回）」は図
２０においては１９９９／０８１２／２１：００と記されている。また、番組の録画時間
は、その番組の放映時間である。
【００１７】
赤外線リモコン２５０は、電源制御、チャンネル切り替え、番組録画予約、録画設定者の
パスワード入力などを、赤外線受光部５１を通して、時計・グラフィックス機能内蔵マイ
クロ・コントローラ２４０に命令するための手段である
媒体制御部６０は、映像・音声エンコード処理部３０、および時計・グラフィックス機能
内蔵マイクロ・コントローラ２４０から信号を入力し、記録媒体６１におけるデータの書
き込みおよび消去を行う部分である。
【００１８】
映像・音声デコード処理部７０は、媒体制御部６０から信号を入力し、デジタル映像・音
声信号の復号を行う部分である
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映像・音声・グラフィック切り替え部８０は、正チューナ１０、時計・グラフィックス機
能内蔵マイクロ・コントローラ２４０、および映像・音声デコード処理部７０から信号を
入力し、映像、音声、グラフィックの出力切り替えを行うための部分である。
【００１９】
データ表示部９０は、映像・音声・グラフィック切り替え部８０から信号を入力し、映像
および音声を、ＣＲＴ（ｃａｔｈｏｄｅ－ｒａｙ　ｔｕｂｅ、陰極線管）９１に表示する
ための部分である。
【００２０】
このような構成を有する、従来の技術による番組記録装置の動作について、図１８～２０
を参照しながら説明する。
【００２１】
はじめに、従来の技術による番組記録装置の、放送局（図示省略）により提供される電子
番組情報の受信、および番組管理情報の作成を行うときの動作について説明する。
【００２２】
副チューナ２０は、放送局（図示省略）より送出される電波をアンテナ１から受信し、電
子番組情報をもつデータを抽出して、データ・デコード処理部２１への信号出力を行う。
データ・デコード処理部２１は、副チューナ２０より入力した信号を復号し、時計・グラ
フィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０への信号出力を行う。時計・グラフィ
ックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０は、データ・デコード処理部２１より信号
を入力し、これをメモリ４１に出力する。
【００２３】
メモリ４１は、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０より信号を
入力し、放送局により提供された電子番組情報を保存する。メモリ４１は、１９９９年８
月１２日２０時３０分において、図２に示されているような電子番組情報を保存する。
【００２４】
また、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０は、その電子番組情
報を参照して、図１９に示されているような番組管理情報を作成し、これをメモリ４１に
保存する。
【００２５】
つぎに、従来の技術による番組記録装置が、１９９９年８月１２日２０時３０分において
、ユーザの録画指示による番組群「皆既日食」の録画予約を行うときの動作について説明
する。
【００２６】
赤外線リモコン２５０は、ユーザの録画指示により、番組群「皆既日食」の録画を命令す
る信号を、赤外線受光部５１を通して、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コント
ローラ２４０に入力する。なお、ユーザの録画指示内容は、チャンネルが「１２」であり
、番組群が「皆既日食」であり、番組群録画基準が「全回分録画」である。
【００２７】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０は、前述の録画指示を赤外
線リモコン５０より信号入力する。また、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コン
トローラ２４０は、その入力信号に基づき、図２に示されている電子番組情報を参照して
、番組群「皆既日食」が、１９９９年８月１２日２１時００分から放送される、録画時間
が２時間である番組「皆既日食（第１回）」、および１９９９年８月１３日２１時００分
から放送される、録画時間が２時間である番組「皆既日食（第２回）」から構成されてい
ることを認識し、図１９に示されている番組管理情報を、図２０に示されている番組管理
情報に更新する。なお、図２０は、１９９９年８月１２日２０時３０分における、更新さ
れた番組管理情報の一覧図であって、番組群「皆既日食」に関する情報が書き込まれてい
る点において、図１９と相異なっている。
【００２８】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０は、その更新された番組管
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理情報を、メモリ４１に保存する。
【００２９】
つぎに、番組記録装置が、１９９９年８月１２日２１時００分において、番組「皆既日食
（第１回）」の録画を行うときの動作について説明する。
【００３０】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０は、１９９９年８月１２日
２１時００分が近づくと、図２０に示されている番組管理情報を参照して、記録媒体６１
には録画時間が２時間である番組「皆既日食（第１回）」（図２０においては１９９９／
０８１２／２１：００と記されている）を録画するための空き領域が十分に存在している
ことを認識する。なぜならば、記録媒体６１の最大録画時間は１２時間であり、１９９９
年８月１２日２１時００分における番組録画状態が「録画済」であるような番組の録画時
間の合計は１０時間であるからである。
【００３１】
正チューナ１０は、１９９９年８月１２日２１時００分になると、放送局（図示省略）よ
り送出される電波をアンテナ１から受信し、番組「皆既日食（第１回）」のコンテンツを
もつデータを抽出して、映像・音声エンコード処理部３０への信号出力を行う。映像・音
声エンコード処理部３０は、正チューナ１０より入力した信号を符合化し、媒体制御部６
０への信号出力を行う。媒体制御部６０は、映像・音声エンコード処理部３０より信号を
入力し、番組「皆既日食（第１回）」のコンテンツをもつデータの、記録媒体６１への書
き込みを開始する。また、媒体制御部６０は、番組「皆既日食（第１回）」のコンテンツ
をもつデータの、記録媒体６１への書き込みの開始を、時計・グラフィックス機能内蔵マ
イクロ・コントローラ４０に信号出力する。
【００３２】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、番組管理情報を図２１に
示されているように更新し、これをメモリ４１に保存する。なお、図２１は、１９９９年
８月１２日２１時００分における番組管理情報の一覧図であって、番組「皆既日食（第１
回）」の番組録画状態が「録画中」である点において、図２０と相異なっている。
【００３３】
つぎに、番組記録装置が、１９９９年８月１３日２１時００分において、番組「皆既日食
（第２回）」の録画を行うときの動作について説明する。
【００３４】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０は、１９９９年８月１３日
２１時００分が近づくと、図２１に示されている番組管理情報を参照して、記録媒体６１
には録画時間が２時間である番組「皆既日食（第２回）」（図２０においては１９９９／
０８１２／２１：００と記されている）を録画するための空き領域が十分に存在していな
いことを認識する。なぜならば、記録媒体６１の最大録画時間は１２時間であり、１９９
９年８月１２日２１時００分における番組録画状態が「録画済」であるような番組の録画
時間の合計は１２時間であるからである。
【００３５】
図２０に示されているように、従来の技術における番組消去優先基準は「放送開始日時」
である。したがって、放送開始日時の早い番組のコンテンツをもつデータが、優先的に消
去される。
【００３６】
最も放送開始日時の早い番組は番組「明日天気に（第６回）」（図２０においては１９９
９／０７２８／２０：００と記されている）であり、これに次いで放送開始日時の早い番
組は番組「明日天気に（第７回）」（図２０においては１９９９／０８０４／２０：００
と記されている）である。
【００３７】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０は、録画時間が２時間であ
る番組「皆既日食（第１回）」の録画を実行するためには、録画時間が１時間である「明
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日天気に（第６回）」のコンテンツをもつデータ、および録画時間が１時間である「明日
天気に（第７回）」のコンテンツをもつデータを消去すれば十分であると判断し、これら
を消去する命令を媒体制御部６０に信号出力する。
【００３８】
媒体制御部６０は、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ２４０より命
令を入力し、番組「明日天気に（第６回）」のコンテンツをもつデータ、および番組「明
日天気に（第７回）」のコンテンツをもつデータを消去する。
【００３９】
正チューナ１０は、１９９９年８月１２日２１時００分になると、放送局（図示省略）よ
り送出される電波をアンテナ１から受信し、番組「皆既日食（第２回）」のコンテンツを
もつデータを抽出して、映像・音声エンコード処理部３０への信号出力を行う。映像・音
声エンコード処理部３０は、正チューナ１０より入力した信号を符合化し、媒体制御部６
０への信号出力を行う。媒体制御部６０は、映像・音声エンコード処理部３０より信号を
入力し、番組「皆既日食（第２回）」のコンテンツをもつデータの、記録媒体６１への書
き込みを開始する。
【００４０】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ハードディスクなどの記録媒体を利用する番組記録装置が、近年提案されてい
る。このような番組記録装置では、記録単位あたりのアクセス速度の最低値の保証によっ
て、番組単位での自由なデータの保存、消去などが可能になる。
【００４１】
しかしながら、従来の番組記録装置においては、媒体上に記録したデータの消去が自動的
に行われるため、ユーザの意に反して必要なデータが勝手に消去されてしまう危険性があ
った。
【００４２】
本発明は、このような課題を考慮し、データの保存、消去などの管理方法を適切に表示す
ることができることを特徴とする番組記録装置を提供することを目的とするものである。
【００４３】
【課題を解決するための手段】
　第一の本発明（請求項１に対応）は、番組に関する番組情報を入力する番組情報入力手
段と、
　番組の録画予約を行うための番組録画予約手段と、
　記録媒体への前記番組のコンテンツをもつデータの書き込みおよび消去を行う記録手段
と、
　前記番組情報入力手段から入力した番組情報を保存し、前記録画予約によりまたは前記
録画予約によらず、前記番組を前記記録手段に記録させる管理手段と、
　前記管理手段から出力される情報を表示する表示手段とを備え、
　前記管理手段は、前記記録手段がその録画予約された番組のコンテンツをもつデータの
、前記記録媒体への書き込みを実行する時点での前記記録媒体の空き領域の不足を、少な
くとも前記番組情報、前記記録媒体の記録状況、および前記番組の録画予約状況を含む番
組管理情報の参照によって予測し、前記空き領域が不足する場合には、所定の基準にした
がって、消去不可とされた番組以外の、すでに録画されている番組、またはすでに録画予
約されている番組の中から、前記書き込みを実行する時点において消去するべき番組を決
定し、
　前記表示手段は、前記管理手段が決定した番組を表示することを特徴とする番組記録装
置である。
【００４４】
　第二の本発明（請求項２に対応）は、番組に関する番組情報を入力する番組情報入力手
段と、
　番組の録画予約を行うための番組録画予約手段と、
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　記録媒体への前記番組のコンテンツをもつデータの書き込みおよび消去を行う記録手段
と、
　前記番組情報入力手段から入力した番組情報を保存し、前記録画予約によりまたは前記
録画予約によらず、前記番組を前記記録手段に記録させる管理手段と、
　前記管理手段から出力される情報を表示する表示手段とを備え、
　前記管理手段は、前記記録媒体の空き領域の不足を、少なくとも前記番組情報、前記記
録媒体の記録状況、および前記番組の録画予約状況を含む番組管理情報の参照によって認
識し、前記空き領域が不足する場合には、所定の基準にしたがって、消去不可とされた番
組以外の、すでに録画されている番組、またはすでに録画予約されている番組の中から、
前記書き込みを実行する時点において消去するべき番組を決定し、
　前記表示手段は、前記管理手段が決定した番組を表示することを特徴とする番組記録装
置である。
【００４５】
第三の本発明（請求項３に対応）は、前記消去するべき番組の決定は、前記番組管理情報
を利用して行われることを特徴とする第一または第二の何れかの本発明の番組記録装置で
ある。
【００４６】
第四の本発明（請求項４に対応）は、前記消去するべき番組の決定は、前記記録手段の行
った記録動作の履歴をも利用して行われることを特徴とする第三の本発明の番組記録装置
である。
【００４７】
第五の本発明（請求項５に対応）は、前記消去するべき番組の決定は、録画または録画予
約されている前記番組の放送開始日時、放映時間、視聴回数、種類の何れかを利用して行
われることを特徴とする第一または第二の何れかの本発明の番組記録装置である。
【００４８】
第六の本発明（請求項６に対応）は、前記表示手段は、前記管理手段が決定した番組を、
消去の行われる優先順位付きで表示することができることを特徴とする第一から第五の何
れかの本発明の番組記録装置である。
【００４９】
第七の本発明（請求項７に対応）は、前記表示手段は、前記空き領域の不足が予測された
場合には、その空き領域の不足を表示することができることを特徴とする第一から第五の
何れかの本発明の番組記録装置である。
【００５０】
第八の本発明（請求項８に対応）は、前記管理手段は、前記消去するべき番組の決定がで
きない場合には、前記番組の予約録画を拒否することを特徴とする第一から第五の何れか
の本発明の番組記録装置である。
【００５１】
第九の本発明（請求項９に対応）は、前記表示手段は、前記番組管理情報の一部を簡略に
整理して表示することができることを特徴とする第一から第五の何れかの本発明の番組記
録装置である。
【００５２】
第十の本発明（請求項１０に対応）は、前記表示手段は、前記番組管理情報の一部または
全部を、所定の手続きなしには表示しないことを特徴とする第一から第五の何れかの本発
明の番組記録装置である。
【００５３】
第十一の本発明（請求項１１に対応）は、前記番組管理情報の一部の簡略に整理された表
示の方法あるいは前記所定の手続きの方法は、容易に変更することができることを特徴と
する第九または第十の何れかの本発明の番組記録装置である。
【００５４】
第十二の本発明（請求項１２に対応）は、前記記録媒体は、前記番組管理情報の一部また
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は全部をもつパッケージ記録媒体であって、前記記録手段は、前記記録媒体が自らに装填
されることによって、前記番組管理情報の一部または全部を読み込み、それを前記管理手
段に入力することを特徴とする第一から第五の何れかの本発明の番組記録装置である。
【００５５】
第十三の本発明（請求項１３に対応）は、前記番組情報は電子番組情報であることを特徴
とする第一から第五の何れかの本発明の番組記録装置である。
【００５６】
第十四の本発明（請求項１４に対応）は、前記種類は、電子番組情報に含まれる情報およ
び／またはユーザが入力する情報に基づいて決定されることを特徴とする第五の本発明の
番組記録装置である。
【００６０】
　第十五の本発明（請求項１５に対応）は、第一の本発明の番組記録装置の、番組に関す
る番組情報を入力する番組情報入力手段と、番組の録画予約を行うための番組録画予約手
段と、記録媒体への前記番組のコンテンツをもつデータの書き込みおよび消去を行う記録
手段と、前記番組情報入力手段から入力した番組情報を保存し、前記録画予約によりまた
は前記録画予約によらず、前記番組を前記記録手段に記録させる管理手段と、前記管理手
段から出力される情報を表示する表示手段としてコンピュータを機能させるためのプログ
ラムを記録したプログラム記録媒体であって、コンピュータにより処理可能であることを
特徴とするプログラム記録媒体である。
　第十六の本発明（請求項１６に対応）は、第二の本発明の番組記録装置の、番組に関す
る番組情報を入力する番組情報入力手段と、番組の録画予約を行うための番組録画予約手
段と、記録媒体への前記番組のコンテンツをもつデータの書き込みおよび消去を行う記録
手段と、前記番組情報入力手段から入力した番組情報を保存し、前記録画予約によりまた
は前記録画予約によらず、前記番組を前記記録手段に記録させる管理手段と、前記管理手
段から出力される情報を表示する表示手段としてコンピュータを機能させるためのプログ
ラムを記録したプログラム記録媒体であって、コンピュータにより処理可能であることを
特徴とするプログラム記録媒体である。
【００６１】
【発明の実施の形態】
以下では、本発明にかかる実施の形態について、図面を参照しつつ説明を行う。
【００６２】
（実施の形態１）
はじめに、図１を参照しながら、本実施の形態１における番組記録装置の構成について説
明する。なお、図１は、本実施の形態１における番組記録装置の構成図である。
【００６３】
正チューナ１０は、録画対象となるアナログ放送チャンネルの受信を、アンテナ１から行
うための手段である。
【００６４】
副チューナ２０は、放送局（図示省略）により提供される電子番組情報の受信を、アンテ
ナ１から行うための手段である。データ・デコード処理部２１は、副チューナ２０から信
号を入力し、特定チャンネルの垂直帰線区間に多重化される電子番組情報の抽出、復号化
を行うための手段である。なお、本実施の形態１における副チューナ２０、およびデータ
・デコード処理部２１から構成される手段は、本発明の番組情報入力手段に対応している
。
【００６５】
映像・音声エンコード処理部３０は、正チューナ１０から信号を入力し、ＭＰＥＧなどに
よるデジタル映像・音声信号の符号化を行う部分である（映像・音声エンコード処理部３
０は、デジタル放送の受信の場合には不要である）。
【００６６】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、番組の録画予約が行われ
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た時点において、媒体制御部６０がその録画予約された番組のコンテンツをもつデータの
、記録媒体６１への書き込みを実行する時点での記録媒体６１の空き領域の不足を、少な
くとも番組情報、記録媒体６１の記録状況、および番組の録画予約状況を含む番組管理情
報の参照によって予測する手段である。また、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・
コントローラ４０は、記録媒体６１の空き領域が不足する場合には、番組の前記書き込み
を実行する時点での消去可否に関する基準を含む所定の基準にしたがって、すでに録画さ
れている番組、およびすでに録画予約されている番組の中から、書き込みを実行する時点
において消去するべき番組を決定する手段である。
【００６７】
なお、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、電子番組情報、ユ
ーザの録画指示により赤外線リモコン５０から入力される情報、および時間情報を用いて
、番組を番組群に分類することができる手段である。また、時計・グラフィックス機能内
蔵マイクロ・コントローラ４０は、後に説明されるように、番組管理情報をグラフィック
として生成し、ユーザによる赤外線リモコン５０の操作にしたがって、データ表示部９０
による表示を制御することができる手段である。
【００６８】
メモリ４１は、電子番組情報、番組管理情報、および時計・グラフィックス機能内蔵マイ
クロ・コントローラ４０の動作に必要なワーク・メモリーを保持する手段である。
【００６９】
なお、本実施の形態１における時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４
０、およびメモリ４１から構成される手段は、本発明の管理手段に対応している。
【００７０】
また、メモリ４１は、図２に示されているような電子番組情報、および図３に示されてい
るような番組管理情報を保存している。なお、図３は、本発明の実施の形態で説明される
１９９９年８月１２日２０時３０分における番組管理情報の一覧図であって、記録媒体６
１の最大録画時間は１２時間であり、１９９９年８月１２日２０時３０分における番組録
画状態が「録画済」であるような番組の録画時間の合計は１０時間である。また、２時間
分の空き領域には、録画時間が２時間である番組「ロスの休日（２６話　密告）」（図３
においては１９９９／０８１６／２１：００と記されている）の録画が予約されている。
後に説明されるように、番組「ロスの休日（２６話　密告）」の番組録画状態、は「予約
中」であるが、これの番組群消去可否基準は「消去不可」であるので、番組「ロスの休日
（２６話　密告）」の録画予約が、ユーザによる録画の取り消しの指示なしに取り消され
てしまうことはない。
【００７１】
番組管理情報は、現在時刻、最大録画時間、番組消去優先基準、チャンネル、番組群、番
組群録画基準、番組群消去可否基準、録画設定者、パスワード、番組録画状態（放送開始
日時および録画時間を含む）、および使用時間合計の十一項目から構成されている。
【００７２】
ここで、チャンネルは、本発明における番組情報の一部に対応している。また、番組群は
、本発明における番組情報の一部に対応している。また、番組録画状態は、本発明におけ
る、前記記録媒体の記録状況の一部、および前記番組の録画予約状況に対応している。ま
た、使用時間合計は、本発明における記録媒体の記録状況の一部に対応している。
【００７３】
番組管理情報を構成する主な項目に関して説明する。
【００７４】
最大録画時間は、記録媒体６１に録画することのできる、番組の録画時間の合計の最大値
である。なお、記録媒体６１の最大録画時間は１２時間である。
【００７５】
番組消去優先基準は、ユーザにより設定される、録画または録画予約されている番組のコ
ンテンツをもつデータの消去の優先度を決定するための基準であり、本実施の形態１にお
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ける番組消去優先基準は、「放送開始日時」である（すなわち、放送開始日時の早い番組
のコンテンツをもつデータが優先的に消去される）。なお、本実施の形態１における番組
消去優先基準は、後述の番組群消去可否基準と組み合わされて、本発明の所定の基準に対
応している。
【００７６】
チャンネルは、番組の放送チャンネルである。番組群は、放送局（図示省略）により提示
される電子番組情報のシリーズ情報におけるシリーズである。なお、本実施の形態１にお
ける番組群は、本発明の番組の種類に対応している。
【００７７】
番組群録画基準は、番組群ごとに設定される、番組のコンテンツをもつデータの録画に関
する基準であって、「最新ｘ回分録画（ｘには具体的な数字が代入される）」、「全回分
録画」の何れかを番組群ごとに選択することが可能である。
【００７８】
番組群消去可否基準は、番組群ごとに設定される、番組のコンテンツをもつデータの消去
可否に関する基準であって、「消去可」、「消去不可」の何れかである。なお、従来の技
術による番組管理情報にはない項目である。
【００７９】
録画設定者は、録画設定者により設定される録画設定者の登録名であり、従来の技術によ
る番組管理情報にはない項目である。パスワードは、録画設定者によりセットされる、録
画設定者の暗証番号の有無であり、従来の技術による番組管理情報にはない項目である。
【００８０】
番組録画状態は、番組の録画に関する状態であって、「予約中」、「録画済」、「録画中
」の何れかである。なお、番組録画状態の欄には、番組の放送開始日時および番組の録画
時間（括弧内に記されている）も記述されている。ただし、本欄における番組の放送開始
日時は番組名をも表しており、たとえば、図２における番組「皆既日食（第１回）」は図
４においては１９９９／０８１２／２１：００と記されている。使用時間合計は、番組群
における録画または録画予約されている番組の録画時間の合計である。
【００８１】
赤外線リモコン５０は、電源制御、チャンネル切り替え、番組録画予約、録画設定者のパ
スワード入力などを、赤外線受光部５１を通して、時計・グラフィックス機能内蔵マイク
ロ・コントローラ４０に命令するための手段である。なお、本実施の形態１における赤外
線リモコン５０、および赤外線受光部５１から構成される手段は、本発明の番組録画予約
手段に対応している。
【００８２】
媒体制御部６０は、映像・音声エンコード処理部３０、および時計・グラフィックス機能
内蔵マイクロ・コントローラ４０から信号を入力し、記録媒体６１におけるデータの書き
込みおよび消去を行う部分である。なお、本実施の形態１における媒体制御部６０は、本
発明の記録手段に対応している。
【００８３】
映像・音声デコード処理部７０は、媒体制御部６０から信号を入力し、デジタル映像・音
声信号の復号を行う部分である
映像・音声・グラフィック切り替え部８０は、正チューナ１０、時計・グラフィックス機
能内蔵マイクロ・コントローラ４０、および映像・音声デコード処理部７０から信号を入
力し、映像、音声、グラフィックの出力切り替えを行うための部分である。
【００８４】
データ表示部９０は、映像・音声・グラフィック切り替え部８０から信号を入力し、映像
および音声を、ＣＲＴ９１、およびスピーカ９２に表示するための部分である。たとえば
、データ表示部９０は、番組の録画予約が拒否される場合には、それをＣＲＴ９１、およ
びスピーカ９２に表示することにより、ユーザに伝達することができる部分である。なお
、本実施の形態１におけるデータ表示部９０、ＣＲＴ９１、およびスピーカ９２を合わせ
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た部分は、本発明の表示手段に対応している。
【００８５】
このような構成を有する、本実施の形態１における番組記録装置の動作について、図１～
８を参照しながら説明する。
【００８６】
はじめに、本実施の形態１における番組記録装置の、放送局（図示省略）により提供され
る電子番組情報の受信、および番組管理情報の作成を行うときの動作について説明する。
なお、本実施の形態１における電子番組情報は、図２に示されている。
【００８７】
副チューナ２０は、放送局（図示省略）より送出される電波をアンテナ１から受信し、電
子番組情報をもつデータを抽出して、データ・デコード処理部２１への信号出力を行う。
データ・デコード処理部２１は、副チューナ２０より入力した信号を復号し、時計・グラ
フィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０への信号出力を行う。時計・グラフィッ
クス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、データ・デコード処理部２１より信号を入
力し、これをメモリ４１に出力する。
【００８８】
メモリ４１は、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０より信号を入
力し、図２に示されているような電子番組情報を保存する。
【００８９】
また、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、その電子番組情報
、記録媒体６１の記録状況、および番組の録画予約状況を参照して、図３に示されている
ような番組管理情報を作成し、これをメモリ４１に出力する。
【００９０】
メモリ４１は、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０よりその番組
管理情報を信号入力し、保存する。
【００９１】
つぎに、本実施の形態１における番組記録装置が、１９９９年８月１２日２０時３０分に
おいて、録画設定者Ａの録画指示による番組群「皆既日食」の録画予約を行うときの動作
について、詳細に説明する。
【００９２】
赤外線リモコン５０は、録画設定者Ａの録画指示により、番組群「皆既日食」の録画を命
令する信号を、赤外線受光部５１を通して、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コ
ントローラ４０に入力する。なお、録画設定者Ａの録画指示内容は、チャンネルが「１２
」であり、番組群が「皆既日食」であり、番組群録画基準が「全回分録画」であり、番組
群消去可否基準が「消去不可」であり、録画設定者が「Ａ」であり、パスワードが「なし
」である。
【００９３】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、前述の録画指示を赤外線
リモコン５０より信号入力する。
【００９４】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、その入力信号に基づき、
図２に示されている電子番組情報を参照して、番組群「皆既日食」が、１９９９年８月１
２日２１時００分から放送される、録画時間が２時間である番組「皆既日食（第１回）」
、および１９９９年８月１３日２１時００分から放送される、録画時間が２時間である番
組「皆既日食（第２回）」から構成されていることを認識し、図３に示されている番組管
理情報を参照し、以下のような判断を行う。
【００９５】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、録画時間が２時間である
番組「皆既日食（第１回）」のコンテンツをもつデータの、記録媒体６１への書き込みを
実行する時点（すなわち１９９９年８月１２日２１時００分）において、記録媒体６１に
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は十分な空き領域が存在していることを認識する。なぜならば、記録媒体６１の最大録画
時間は１２時間であり、１９９９年８月１２日２１時００分における番組録画状態が「録
画済」であるような番組の録画時間の合計は１０時間であるからである。したがって、時
計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、その２時間分の空き領域に
、番組「皆既日食（第１回）」のコンテンツをもつデータを書き込めばよいと判断する。
【００９６】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、録画時間が２時間である
番組「皆既日食（第２回）」のコンテンツをもつデータの、記録媒体６１への書き込みを
実行する時点（すなわち１９９９年８月１３日２１時００分）において、記録媒体６１に
は十分な空き領域が存在していないことを認識する。なぜならば、記録媒体６１の最大録
画時間は１２時間であり、１９９９年８月１３日２１時００分における番組録画状態が「
録画済」であるような番組の録画時間の合計は１２時間であるからである。したがって、
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、録画設定者Ａの録画指示
の通りに、番組「皆既日食（第２回）」の録画を実行するためには、１９９９年８月１３
日２１時００分において録画済の番組のコンテンツをもつデータを消去しなければならな
いと判断する。
【００９７】
前述されたように、本実施の形態１における番組消去優先基準は「放送開始日時」である
。したがって、番組群消去可否基準が「消去可」である中で、放送開始日時の早い番組の
コンテンツをもつデータが、優先的に消去される。
【００９８】
最も放送開始日時の早い番組は番組「明日天気に（第６回）」（図３においては１９９９
／０７２８／２０：００と記されている）であり、これに次いで放送開始日時の早い番組
は番組「明日天気に（第７回）」（図３においては１９９９／０８０４／２０：００と記
されている）である。ところが、これらの番組はともに番組群「明日天気に」に属してお
り、番組群「明日天気に」に設定された番組群消去可否基準は「消去不可」である。
【００９９】
第三番目に放送開始日時の早い番組は番組「ロスの休日（２５話　秘密）」（図３におい
ては１９９９／０８０９／２１：００と記されている）である。ところが、この番組は番
組群「ロスの休日」に属しており、番組群「ロスの休日」に設定された番組群消去可否基
準は「消去不可」である。
【０１００】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、１９９９年８月１３日２
１時００分において、録画時間が３時間である番組「プロ野球Ａ対Ｂ（第８戦）」（図３
においては１９９９／０８１０／１８：００と記されている）を消去し、その消去によっ
て生ずる３時間分の空き領域の一部に、録画時間が２時間である番組「皆既日食（第２回
）」のコンテンツをもつデータを書き込めばよいと判断する。
【０１０１】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、録画時間が２時間である
番組「ロスの休日（２６話　密告）」（図３においては１９９９／０８１６／２１：００
と記されている）のコンテンツをもつデータの、記録媒体６１への書き込みを実行する時
点（すなわち１９９９年８月１６日２１時００分）において、記録媒体６１には十分な空
き領域が存在していないことを認識する。なぜならば、記録媒体６１の最大録画時間は１
２時間であり、１９９９年８月１６日２１時００分における番組録画状態が「録画済」で
あるような番組の録画時間の合計は１１時間であるからである。
【０１０２】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、１９９９年８月１６日２
１時００分において、録画時間が１時間である番組「ニュースセブン（８月１１日）」（
図３においては１９９９／０８１１／０７：００と記されている）を消去し、その消去に
よって生ずる１時間分の空き領域とその消去を行わなくとも存した１時間分の空き領域と



(14) JP 4076690 B2 2008.4.16

10

20

30

40

50

の総和である合計２時間分の空き領域に、録画時間が２時間である番組「ロスの休日（２
６話　密告）」のコンテンツをもつデータを書き込めばよいと判断する。
【０１０３】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、以上の判断に基づいて番
組群「皆既日食」の録画を、録画設定者Ａの録画指示の通りに受諾し、図３に示されてい
る番組管理情報を、図４に示されている番組管理情報に更新する。なお、図４は、本発明
の実施の形態で説明される１９９９年８月１２日２０時３０分における、更新された番組
管理情報の一覧図であって、番組群「皆既日食」に関する情報が書き込まれている点にお
いて、図３と相異なっている。また、消去される予定をもつ番組である番組「プロ野球Ａ
対Ｂ（第８戦）」（図４においては１９９９／０８１０／１８：００と記されている）、
および番組「ニュースセブン（８月１１日）」（図４においては１９９９／０８１１／１
９：００と記されている）は、ばつ印をもっている。
【０１０４】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、その更新された番組管理
情報を、メモリ４１に保存する。また、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コント
ローラ４０は、スピーカ９２に、音声表示「録画予約が完了しました。」の出力を命令す
る。
【０１０５】
スピーカ９２は、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０からの命令
を入力し、音声表示「録画予約が完了しました。」の出力を行う。
【０１０６】
つぎに、本実施の形態１における番組記録装置が、１９９９年８月１２日２０時４０分に
おいて、消去される予定をもつ番組の選択変更を、録画設定者Ａのマニュアル操作にした
がって行うときの動作について、詳細に説明する。
【０１０７】
赤外線リモコン５０は、録画設定者Ａの指示により、図７に示されているような管理情報
をＣＲＴ９１に表示させる命令を、赤外線受光部５１を通して信号出力する。なお、図７
は、本発明の実施の形態で説明される、１９９９年８月１２日２０時４０分における録画
設定者ごとの簡略化された番組管理情報の表示図である（なお、パスワードが設定されて
いる番組群「プロ野球Ａ対Ｂ」に関する番組管理情報は、録画設定者Ａのパスワードを入
力しなければ、表示されない）。
【０１０８】
赤外線リモコン５０は、録画設定者Ａの指示にしたがって、番組「ロスの休日（２６話　
密告）」を録画するために１９９９年８月１６日２１時００分において消去される番組と
して、番組「ニュースセブン（８月１１日）」（図７においては１９９９／０８１１／１
９：００と記されている）の代わりに、番組「ニュースセブン（８月１２日）」（図７に
おいては１９９９／０８１２／１９：００と記されている）を指定する。
【０１０９】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、番組「ロスの休日（２６
話　密告）」を録画するために消去される番組として、録画時間が１時間である番組「ニ
ュースセブン（８月１１日）」（図７においては１９９９／０８１１／１９：００と記さ
れている）の代わりに、録画時間が１時間である番組「ニュースセブン（８月１２日）」
（図７においては１９９９／０８１２／１９：００と記されている）が指定されていれば
十分であると判断する。
【０１１０】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、図７に示されている録画
設定者ごとの簡略化された番組管理情報を、図８に示されている録画設定者ごとの簡略化
された番組管理情報に更新する。なお、図８は、本実施の形態１で説明される、１９９９
年８月１２日２０時４１分における録画設定者ごとの簡略化された番組管理情報の表示図
である。また、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、図４に示
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されている番組管理情報を、図５に示されている番組管理情報に更新する。なお、図５は
、本実施の形態１で説明される、１９９９年８月１２日２０時４１分における番組管理情
報の表示図であり、番組「ロスの休日（２６話　密告）」を録画するために消去される番
組として、番組「ニュースセブン（８月１１日）」（図７においては１９９９／０８１１
／１９：００と記されている）の代わりに、番組「ニュースセブン（８月１２日）」（図
７においては１９９９／０８１２／１９：００と記されている）が指定されている。
【０１１１】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、その更新された番組管理
情報を、メモリ４１に保存する。また、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コント
ローラ４０は、スピーカ９２に、音声表示「録画予約変更が完了しました。」の出力を命
令する。
【０１１２】
スピーカ９２は、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０からの命令
を入力し、音声表示「録画予約変更が完了しました。」の出力を行う。
【０１１３】
つぎに、本実施の形態１における番組記録装置が、１９９９年８月１３日２１時００分に
おいて、番組「皆既日食（第２回）」の録画を行うときの動作について、詳細に説明する
。
【０１１４】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、１９９９年８月１３日２
１時００分が近づくと、その時刻における番組管理情報（図示省略）を参照し、番組「プ
ロ野球Ａ対Ｂ（第８戦）」（たとえば図５においては１９９９／０８１０／１８：００と
記されている）のコンテンツをもつデータを消去する命令を、媒体制御部６０に信号出力
する。
【０１１５】
媒体制御部６０は、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０より命令
を入力し、番組「プロ野球Ａ対Ｂ（第８戦）」のコンテンツをもつデータを消去する。
【０１１６】
正チューナ１０は、１９９９年８月１２日２１時００分になると、放送局（図示省略）よ
り送出される電波をアンテナ１から受信し、番組「皆既日食（第２回）」のコンテンツを
もつデータを抽出して、映像・音声エンコード処理部３０への信号出力を行う。
【０１１７】
映像・音声エンコード処理部３０は、正チューナ１０より入力した信号を符合化し、媒体
制御部６０への信号出力を行う。
【０１１８】
媒体制御部６０は、映像・音声エンコード処理部３０より信号を入力し、番組「皆既日食
（第２回）」のコンテンツをもつデータの、記録媒体６１への書き込みを開始する。また
、媒体制御部６０は、番組「皆既日食（第２回）」のコンテンツをもつデータの、記録媒
体６１への書き込みの開始を、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４
０に信号出力する。
【０１１９】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、番組管理情報を図６に示
されているように更新し、これをメモリ４１に保存する。なお、図６は、本発明の実施の
形態で説明される１９９９年８月１３日２１時００分における番組管理情報の一覧図であ
って、番組「皆既日食（第１回）」の番組録画状態はすでに「録画済」であり、番組「皆
既日食（第２回）」の番組録画状態は「録画中」である。また、番組「プロ野球Ａ対Ｂ（
第８戦）」のコンテンツをもつデータは消去されている。
【０１２０】
なお、本実施の形態１における番組群録画基準、番組群消去可否基準、録画設定者、パス
ワードは、上述した実施の形態においては設定後の変更が行われていないが、それに限ら
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ず、いつでも任意に変更を行ってよい。
【０１２１】
また、本発明の記録手段は、包括的に録画予約された番組からなる番組群に属する番組の
録画を実行する場合、その録画の実行より以前にすでに録画されている、その番組群に属
する番組を消去することにより、その録画を実行してもよい。たとえば、上述された実施
の形態１と同様の状況において、番組「皆既日食（第２回）」の録画を番組「皆既日食（
第１回）」を消去することによって実行するような、番組群「皆既日食」の包括的な録画
予約を行う場合が考えられる。この場合、１９９９年８月１３日２１時００分に放送開始
される番組「皆既日食（第２回）」の録画は、番組「皆既日食（第１回）」を消去するこ
とによって行われるので、番組「プロ野球Ａ対Ｂ（第８戦）」の消去が、この時点におい
て行われることはない。ただし、番組「皆既日食（第２回）」の録画が完了すると、記録
媒体６１の空き領域は消滅する。したがって、１９９９年８月１６日２１時００分に放送
開始される番組「ロスの休日（２６話　密告）」の録画を行うために、番組「プロ野球Ａ
対Ｂ（第８戦）」の消去を行う。なお、番組「ロスの休日（２６話　密告）」の録画時間
は２時間であり、番組「プロ野球Ａ対Ｂ（第８戦）」の録画時間は３時間であるので、番
組「ロスの休日（２６話　密告）の録画が完了すると、記録媒体６１には１時間分の空き
領域が生じる。また、この場合、番組「ニュースセブン（８月１２日）」の消去は、行わ
れない。
【０１２２】
このようにして、消去不可の番組を適切に保存することができる。
【０１２３】
（実施の形態２）
はじめに、図９を参照しながら、本実施の形態２における番組記録装置の構成について説
明する。なお、図９は、本実施の形態２における番組記録装置の構成図である。
【０１２４】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０は、番組の録画予約が行わ
れた時点において、媒体制御部６０がその録画予約された番組のコンテンツをもつデータ
の、記録媒体１６１への書き込みを実行する時点での記録媒体１６１の空き領域の不足を
、少なくとも番組情報、記録媒体１６１の記録状況、および番組の録画予約状況を含む番
組管理情報の参照によって予測する手段である。また、時計・グラフィックス機能内蔵マ
イクロ・コントローラ１４０は、記録媒体１６１の空き領域が不足する場合には、番組の
前記書き込みを実行する時点での消去可否に関する基準を含む所定の基準にしたがって、
すでに録画されている番組、およびすでに録画予約されている番組の中から、書き込みを
実行する時点において消去するべき番組を決定する手段である。
【０１２５】
なお、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０は、後に詳述される
ように、番組管理情報をグラフィックとして生成し、ユーザによる赤外線リモコン１５０
の操作にしたがって、データ表示部９０による表示を制御することができる手段である。
なお、本実施の形態２における時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１
４０、およびメモリ４１から構成される手段は、本発明の管理手段に対応している。
【０１２６】
メモリ４１は、１９９７年４月９日１０時００分において、放送局により提供される電子
番組情報（図示省略）、および図１０に示されているような番組管理情報を保存している
。
【０１２７】
番組管理情報は、現在時刻、最大記録容量、番組名およびチャンネル、番組記録容量（す
なわち番組のコンテンツをもつデータのサイズ）、放送開始日時、再生／ダビング回数、
および消去可否の七項目から構成されている。なお、本実施の形態２における消去可否は
、ユーザによる指定に基づく「消去可」、「消去不可」の何れかである。また、本実施の
形態２における番組記録容量は、本発明における、前記記録媒体の記録状況、および前記
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番組の録画予約状況に対応している。また、本実施の形態２における番組名、チャンネル
、および放送開始日時は、本発明における番組情報の一部に対応している。
【０１２８】
なお、番組管理情報は、記録済容量、空き容量、上書き可能容量、消去不可容量、予約済
容量、予約可能容量をも保持している。記録済容量は、録画済番組の番組記録容量の総合
計である。空き容量は、最大記録容量と記録済容量との差分である。上書き可能容量は、
消去可否が「消去可」であるような録画済番組の番組記録容量の合計である。消去不可容
量は、消去可否が「消去不可」であるような録画済番組の番組記録容量の合計である。予
約済容量は、録画予約済番組の番組記録容量の合計である。予約可能容量は、上書き可能
容量と予約済容量との差分である。
【０１２９】
また、メモリ４１は、１９９７年４月９日１０時００分において、図１２に示されている
ような番組消去優先順位管理情報を保存している。
【０１３０】
番組消去優先順位管理情報は、現在時刻、最大記録容量、番組消去優先基準（再生回数お
よび放送開始日時の二項目から構成される）、番組名、番組記録容量、消去優先順位およ
び消去予定の七項目から構成されている。
【０１３１】
番組消去優先基準は、再生回数および放送開始日時を組合せたものである。すなわち、番
組は、その再生回数および録画状態によって、「再生１回」、「再生２回以上」、「再生
なし」、「予約中」の何れかのグループに分類され、消去優先順位は、「再生１回」、「
再生２回以上」、「再生なし」、「予約中」の順に高くなる。また、同一のグループ内に
おいては、放送開始日時の早い番組に高い消去優先順位が与えられる。ただし、前述のユ
ーザによる消去可否の指定が「消去不可」であるような番組には、消去優先順位を与えな
い。したがって、番組「野球ａｂ対ｃｄ１２」は、「予約中」のグループに分類されてい
るが、消去可否の指定が「消去不可」であるので、番組「野球ａｂ対ｃｄ１２」の録画予
約が、ユーザによる録画の取り消しの指示なしに取り消されてしまうことはない。
【０１３２】
なお、本実施の形態２における番組消去優先基準は、前述のユーザによる消去可否の指定
と組み合わされて、本発明の所定の基準に対応している。
【０１３３】
赤外線リモコン１５０は、番組録画予約、番組の再生やダビングなどを、赤外線受光部５
１を通して、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０に命令するた
めの手段である。なお、本実施の形態２における赤外線リモコン１５０、および赤外線受
光部５１から構成される手段は、本発明の番組録画予約手段に対応している。
【０１３４】
媒体制御部６０は、映像・音声エンコード処理部３０、および時計・グラフィックス機能
内蔵マイクロ・コントローラ４０から信号を入力し、最大記録容量が８．５ＧＢである記
録媒体１６１におけるデータの書き込みおよび消去を行う部分である。なお、本実施の形
態２における媒体制御部６０は、本発明の記録手段に対応している。
【０１３５】
データ表示部９０は、映像・音声デコード処理部７０から信号を入力し、映像および音声
を、ＣＲＴ９１、およびスピーカ９２に表示するための部分である。たとえば、データ表
示部９０は、番組の録画予約が拒否される場合には、それをＣＲＴ９１、およびスピーカ
９２に表示することにより、ユーザに伝達することができる部分である。なお、本実施の
形態２におけるデータ表示部９０、ＣＲＴ９１、およびスピーカ９２を合わせた部分は、
本発明の表示手段に対応している。
【０１３６】
このような構成を有する、本実施の形態２における番組記録装置の動作について、図９～
１７を参照しながら説明する。
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【０１３７】
本実施の形態２における番組記録装置が、１９９７年４月１０日１０時００分において、
番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」の録画予約を行うときの動作について、図１７も参照しなが
ら、詳細に説明する。なお、図１７は、録画予約を行うときの、本実施の形態２における
番組記録装置の動作を説明する流れ図である。
【０１３８】
赤外線リモコン１５０は、ユーザの録画指示により、番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」の録画
を命令する信号を、赤外線受光部５１を通して、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ
・コントローラ１４０に入力する。なお、録画設定者Ａの録画指示内容は、チャンネルが
「６」であり、番組名が「野球ａｂ対ｃｄ１３」であり、消去可否が「消去可」である。
【０１３９】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０は、前述の録画指示を赤外
線リモコン１５０より信号入力する（Ｓ１）。
【０１４０】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０は、前述の電子番組情報を
参照して、番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」が１９９７年４月１２日１８時００分から放送さ
れる番組であって、その番組記録容量が１．５ＧＢであることを認識する。また、時計・
グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０は、図１０に示されているような
番組管理情報を参照して、番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」のコンテンツをもつデータの、記
録媒体１６１への書き込みを実行する時点（すなわち１９９７年４月１２日１８時００分
）において、記録媒体１６１には十分な空き領域が存在していないことを認識する。なぜ
ならば、記録媒体１６１の最大記録容量は８．５ＧＢであり、１９９７年４月１２日１８
時００分における録画済の番組の番組記録容量の合計は８．５ＧＢであるので、番組記録
容量が１．５ＧＢである番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」を録画するための空き領域が十分に
存在しているとはいえないからである（Ｓ２、Ｓ３）。
【０１４１】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０は、図１２に示されている
ような番組消去優先順位管理情報を参照し、番組記録容量が１ＧＢである番組「Ｎｅｗｓ
ＣＤＦ」および番組記録容量が０．５ＧＢである番組「英会話第３回」を１９９７年４月
１２日１８時００分において消去し、番組記録容量が１．５ＧＢである番組「野球ａｂ対
ｃｄ１３」の録画を実行すればよいと判断する（Ｓ４、Ｓ５）。
【０１４２】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、この判断をユーザに通知
するために、図１４に示されているような番組管理一覧をＣＲＴ９１に表示させる命令を
、映像・音声・グラフィック切り替え部８０を通して、データ表示部９０に信号出力する
。なお、図１４は、本実施の形態２で説明される番組管理テーブル、および利用状況が分
かりやすいように棒グラフ化された記録媒体１６１からなる番組管理一覧の模式図である
。
【０１４３】
なお、番組管理テーブルは、現在時刻、放送開始日時、番組名、番組記録容量、消去優先
順位（「消去不可」を指定された番組の明示を含む）、消去予定、およびマニュアル消去
・録画解除設定用のチェック・ボックスの七項目から構成されている。また、番組管理テ
ーブルの下部には、一つ以前の画面を呼び出すための「戻る」表示を有するボタン、およ
びマニュアル消去・録画解除の実行確認をＧＵＩ利用により行うための「解除」表示を有
するボタンが、表示されている。
【０１４４】
データ表示部９０は、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０から信
号を入力し、図１４に示されているような番組管理テーブルをＣＲＴ９１のスクリーンに
表示する（Ｓ６）。
【０１４５】
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赤外線リモコン１５０は、ユーザの指示にしたがって、１９９７年４月１２日１８時００
分において消去される番組として、番組「ドラマＸＹＺ」を指定する。また、赤外線リモ
コン１５０は、ユーザの指示により、番組「英会話第３回」の消去可否を、「消去可」よ
り「消去不可」に変更する（Ｓ７）。
【０１４６】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０は、赤外線リモコン１５０
より信号を入力し、図１４に示されているような番組管理一覧を、図１５に示されている
ような番組管理一覧に更新する（Ｓ８）。なお、図１５は、本実施の形態２で説明される
、１９９７年４月９日１０時１０分における、更新された番組管理テーブル、および利用
状況が分かりやすいように棒グラフ化された記録媒体１６１からなる番組管理一覧の模式
図である。
【０１４７】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０は、番組記録容量が１．５
ＧＢである番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」のコンテンツをもつデータの、記録媒体１６１へ
の書き込みを実行する時点において、番組記録容量が１ＧＢである番組「ＮｅｗｓＣＤＦ
」および番組記録容量が１ＧＢである番組「ドラマＸＹＺ」を消去すれば十分であると判
断する（Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６、Ｓ７）。
【０１４８】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０は、以上の判断に基づいて
番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」の録画を、ユーザの録画指示の通りに受諾し、図１０に示さ
れている番組管理情報を、図１１に示されている番組管理情報に更新する。なお、図１１
は、本発明の実施の形態で説明される、１９９７年４月９日１０時１０分における番組管
理情報の表示図である。また、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４
０は、図１２に示されている番組消去優先順位管理情報を、図１３に示されている番組消
去優先順位管理情報に更新する。なお、図１３は、本発明の実施の形態で説明される、１
９９７年４月９日１０時１０分における番組消去優先順位管理情報の表示図である。
【０１４９】
時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、図１１に示されている番
組管理情報、および図１３に示されている番組消去優先順位管理情報を、メモリ４１に保
存する。また、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０は、スピーカ
９２に、音声表示「録画予約が完了しました。」の出力を命令する。
【０１５０】
スピーカ９２は、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ４０からの命令
を入力し、音声表示「録画予約が完了しました。」の出力を行う。
【０１５１】
なお、図１５に示されている番組管理テーブルの表示にはスクリーンにおける表示エリア
をかなり必要とするので、ユーザの希望に応じて、図１６に示されているように、棒グラ
フ化された記録媒体１６１のみの表示を行ってもよい。また、棒グラフ化された記録媒体
１６１の記録容量を、使用時間の想定値（たとえば高画質モードでは１．５時間）によっ
て表示してもよい。なお、図１６は、本実施の形態２で説明される利用状況が分かりやす
いように棒グラフ化された記録媒体１６１の模式図である。
【０１５２】
また、本発明の録画予約は、録画予約についての情報を有し、番組記録装置にセットされ
、その録画予約についての情報が番組記録装置に読み込まれ、受信された番組の録画が、
その録画予約についての情報に基づいて行われるような記録媒体を利用して行われてもよ
い。たとえば、上述された実施の形態２では、赤外線リモコン１５０は、ユーザの録画指
示により、番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」の録画を命令する信号を、赤外線受光部５１を通
して、時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ１４０に入力し、その録画
指示の内容は、チャンネルが「６」であり、番組名が「野球ａｂ対ｃｄ１３」であり、消
去可否が「消去可」であったが、この録画指示の内容を有する記録媒体を媒体制御部６０
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にセットすることにより、番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」の録画予約を行い、その記録媒体
に番組「野球ａｂ対ｃｄ１３」の録画を行ってもよい。
【０１５３】
このようにして、データの保存、消去などの管理方法を適切に表示することができる。
【０１５４】
なお、本発明における番組管理情報は、上述した実施の形態１におけるようにチャンネル
、番組群、番組群録画基準、番組群消去可否基準、録画設定者、パスワード、番組録画状
態、および録画時間から構成されている必要はなく、たとえばデータのコンテンツに依存
する情報がこれらに付加されていてもよく、要するに、番組管理を行うための情報であれ
ばよい。
【０１５５】
また、本発明における番組の種類は、上述した実施の形態１におけるように放送局側から
提示される、シリーズ情報に基づいた番組群によって行う必要はなく、ユーザによってカ
スタマイズされた番組のジャンルなどによって行ってもよく、要するに、番組を適切に分
類するための概念によって行えばよい。たとえば、本発明における番組の種類は、映像・
音声コンテンツの電子番組情報に含まれるコンテンツ名およびそのコンテンツの属性情報
であるカテゴリー、出演者名、連続して放映されるコンテンツのシリーズ情報、コンテン
ツの概要およびそれらに含まれるキーワードなどに基づいて決定されてもよいし、電子番
組情報とは無関係に、ユーザがコンテンツの録画または録画予約を行うときなどに入力す
る独自の識別情報に基づいて決定されてもよい。
【０１５６】
また、本発明における番組管理情報は、上述した実施の形態２におけるように現在時刻、
最大記録容量、番組名およびチャンネル、番組記録容量（すなわち番組のコンテンツをも
つデータのサイズ）、放送開始日時、再生／ダビング回数、および消去可否から構成され
ている必要はなく、たとえばデータのコンテンツに依存する情報がこれらに付加されてい
てもよく、要するに、番組管理を行うための情報であればよい。
【０１５７】
また、本発明における番組情報は、上述した実施の形態１および２におけるように放送局
側から電波配信によって提供される電子番組ガイド情報である必要はなく、たとえば刊行
物に付属する記録媒体によって提供される番組ガイド情報などであってもよく、要するに
、番組管理情報を構成するための、番組に関する情報であればよい。
【０１５８】
また、本発明における番組の録画予約は、上述した実施の形態１および２におけるように
録画指示の通りに受諾される必要はなく、録画指示の行われた時点において録画指示の通
りに録画の実行が不可能であると予測される場合には、拒否されてもよい。また、番組の
録画予約が拒否される場合には、表示手段がそれをユーザに伝達してもよい。
【０１５９】
また、本発明における番組の録画は、上述した実施の形態１および２におけるようにあら
かじめユーザによって行われた録画予約によって開始される必要はなく、ユーザの録画指
示によってただちに開始されてもよい。
【０１６０】
また、本発明の番組記録装置の各構成要素の機能を専用のハードウェアで実現してもよい
し、コンピュータのプログラムによってソフトウェア的に実現してもよい。
【０１６１】
また、上記各実施の形態の全部または一部の手段の全部または一部の機能をコンピュータ
により実行させるためのプログラムおよび／またはデータを記録したことを特徴とする光
ディスクや光磁気ディスクなどのプログラム記録媒体を作成し、これを利用することによ
り、読み取られたそのプログラムおよび／またはデータがコンピュータと協動して上記と
同様の動作を実行してもよい。
【０１６２】
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【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、請求項１に対応する第一の本発明は、データの保存、消
去などの管理方法を適切に表示することができることを特徴とする番組記録装置を提供す
ることができる。
【０１６３】
請求項２に対応する第二の本発明は、データの保存、消去などの管理方法を適切に表示す
ることができることを特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１６４】
請求項３に対応する第三の本発明は、上記効果に加えて、確実なデータの管理を行うこと
を特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１６５】
請求項４に対応する第四の本発明は、上記効果に加えて、詳細なデータの管理を行うこと
を特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１６６】
請求項５に対応する第五の本発明は、上記効果に加えて、より詳細なデータの管理を行う
ことを特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１６７】
請求項６に対応する第六の本発明は、上記効果に加えて、データの管理方法の、より適切
な表示を行うことを特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１６８】
請求項７に対応する第七の本発明は、上記効果に加えて、確実なデータの保存を行うこと
を特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１６９】
請求項８に対応する第八の本発明は、上記効果に加えて、確実なデータの保護を行うこと
を特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１７０】
請求項９に対応する第九の本発明は、上記効果に加えて、データの管理方法の簡便な表示
を行うことを特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１７１】
請求項１０に対応する第十の本発明は、上記効果に加えて、情報の守秘を行うことを特徴
とする番組記録装置を提供することができる。
【０１７２】
請求項１１に対応する第十一の本発明は、上記効果に加えて、柔軟なデータの管理を行う
ことを特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１７３】
請求項１２に対応する第十二の本発明は、上記効果に加えて、簡便なデータの管理を行う
ことを特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１７４】
請求項１３に対応する第十三の本発明は、上記効果に加えて、簡便なデータの管理を行う
ことを特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１７５】
請求項１４に対応する第十四の本発明は、上記効果に加えて、実際的なデータの管理を行
うことを特徴とする番組記録装置を提供することができる。
【０１７６】
　なお、録画予約についての情報を有し、番組記録装置にセットされ、その録画予約につ
いての情報が前記番組記録装置に読み込まれ、受信された番組の録画が、その録画予約に
ついての情報に基づいて行われることを特徴とする記録媒体は、本発明に関連する発明で
ある。
　このような本発明に関連する発明は、簡便なデータの保存を行うことを特徴とする記録
媒体を提供することができる。
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【０１７７】
　また、上述のような記録媒体であって、前記録画予約は、複数の番組に対して録画／消
去操作を組として包括的に行われていることを特徴とする記録媒体も、本発明に関連する
発明である。
　このような本発明に関連する発明は、上記効果に加えて、簡便なデータの管理を行うこ
とを特徴とする記録媒体を提供することができる。
【０１７８】
　また、上述のような記録媒体であって、前記番組の録画は前記記録媒体に対して行われ
ることを特徴とする記録媒体も、本発明に関連する発明である。
　このような本発明に関連する発明は、上記効果に加えて、実際的なデータの管理を行う
ことを特徴とする記録媒体を提供することができる。
【０１７９】
　請求項１５に対応する第十五の本発明は、データの保存、消去などの管理方法の適切な
表示を行うことを特徴とするプログラム記録媒体を提供することができる。
　請求項１６に対応する第十六の本発明は、データの保存、消去などの管理方法の適切な
表示を行うことを特徴とするプログラム記録媒体を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１で説明される番組記録装置の構成図
【図２】本発明の実施の形態１で説明される電子番組情報の一覧図
【図３】本発明の実施の形態１で説明される番組管理情報の一覧図
【図４】本発明の実施の形態１で説明される番組管理情報の一覧図
【図５】本発明の実施の形態１で説明される番組管理情報の一覧図
【図６】本発明の実施の形態１で説明される番組管理情報の一覧図
【図７】本発明の実施の形態１で説明される録画設定者ごとの番組管理情報の表示図
【図８】本発明の実施の形態１で説明される録画設定者ごとの番組管理情報の表示図
【図９】本発明の実施の形態２で説明される番組記録装置の構成図
【図１０】本発明の実施の形態２で説明される番組管理情報の一覧図
【図１１】本発明の実施の形態２で説明される番組管理情報の一覧図
【図１２】本発明の実施の形態２で説明される番組消去優先順位管理情報の一覧図
【図１３】本発明の実施の形態２で説明される番組消去優先順位管理情報の一覧図
【図１４】本発明の実施の形態２で説明される番組管理テーブル、および棒グラフ化され
た記録媒体からなる番組管理一覧の模式図
【図１５】本発明の実施の形態２で説明される番組管理テーブル、および棒グラフ化され
た記録媒体からなる番組管理一覧の模式図
【図１６】本発明の実施の形態２で説明される棒グラフ化された記録媒体の模式図
【図１７】本発明の実施の形態２で説明される番組記録装置の動作を説明する流れ図
【図１８】従来の技術による番組記録装置の構成図
【図１９】従来の技術による番組管理情報の一覧図
【図２０】従来の技術による番組管理情報の一覧図
【図２１】従来の技術による番組管理情報の一覧図
【符号の説明】
１　アンテナ
１０　正チューナ
２０　副チューナ
２１　データ・デコード処理部
３０　映像・音声エンコード処理部
４０　時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ
４１　メモリ
５０　赤外線リモコン
５１　赤外線受光部
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６０　媒体制御部
６１　記録媒体
７０　映像・音声デコード処理部
８０　映像・音声・グラフィック切り替え部
９０　データ表示部
９１　ＣＲＴ
９２　スピーカ
１４０　時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ
１５０　赤外線リモコン
１６１　記録媒体
２４０　時計・グラフィックス機能内蔵マイクロ・コントローラ
２５０　赤外線リモコン
２６１　記録媒体
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【図１３】 【図１４】



(27) JP 4076690 B2 2008.4.16

【図１５】 【図１６】
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